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☆期日 5月24日（金）
☆時間 10時～
☆場所 社公民館
☆講師 加納 薫 氏

地域を歩いて探検しませんか?
☆期 日 5月20日（月）
☆時 間 10時～（1時間程度）

☆集合場所 社公民館
☆持ち物 タオル・飲み物

ボイストレーニング

声を出してみよう！！

主催事業 音の箱

436号 平成31年4月30日発行

公民館主催事業にご参加下さい TEL.0858-28-2155

2019

行事予定 05MARCH

町探検 10:00～

給食サービス1班

9:00～

老人クラブ9:00 ～

社句会13:00～

老人クラブ9:00～

陶芸教室 参加者募集

選句会13:00～

社町探検!!（ウォーキング）

社公民館は、社会教育施設ですので、飲酒・喫煙は禁止となっています。皆様のご協力とご理解よろしくお願いします。おしらせ

＊青字 主催事業

給食サービス2班
9:00～

陶芸教室 9:30～

������

�����

体育部長会19:00～

オープン卓球9:30～

オープン卓球9:30～

主催事業

陶芸教室を下記の日程で開催します。
この機会に「陶芸の里・やしろ」の陶

芸の先生から直接陶芸を学んでみませ
んか。

正しい呼吸法、発声、歌い方を知って
楽しくみんなで歌ってみよう！

倉吉市内でボーカルスタジオビックスを
開校されてます。

ミニコンサートもあります！

老人クラブ9:30～

音の箱 10：00～

☆期 日 ６月３日（月）
☆時 間 13時30分～
☆場 所 社公民館
☆講 師 福光焼 河本慶氏
☆参加費 1,500円
（大きさによっては追加料金が
かかります。）

5/23日（木）までに社公民館までご
連絡ください

社食改 19:00～

令和元年度

公民館行事
� ソフトバレーボール大会

☆ 6月9日（日）

8時30分～社小学校
� やしろ五輪まつり

☆ 7月27日（土）
� 社地区ソフトボール大会

☆ 8月25日（日）
� 社地区運動会

☆ 9月29日（日）
� 社地区文化祭

☆ 11月11日（日）

桜
の
花
び
ら
が
舞
う
四
月
九
日
、

倉
吉
市
国
分
寺
、
倉
吉
市
立
社
小

学
校
（
米
村
秀
昭
校
長
、
三
０
八

人
）
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
一
年
生
は
五
十
四
人

と
昨
年
よ
り
二
人
多
く
、
二
年
連

続
で
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

社
地
区
の
０
才
〜
十
四
才
ま
で

の
人
口
集
計
（
倉
吉
市
）
の
推
移

を
み
て
も
、
こ
の
数
年
間
は
お
お

む
ね
横
ば
い
。
社
地
区
の
人
口
は

緩
や
か
に
減
少
し
て
い
る
中
で
、

地
区
内
で
ア
パ
ー
ト
の
新
築
が
多

く
、
出
生
す
る
子
ど
も
の
数
を
下

支
え
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
の
式
典
で
米
村
校
長
は

「
や
し
ろ
さ
ん
」
の
絵
を
壇
上
に

掲
げ
、
新
入
生
の
児
童
に
「
元

気
」
と
「
笑
顔
」
を
忘
れ
な
い
で

毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た

� （
社
小
学
校
）

平成30年度

地区防災リーダーに

認定されました

大谷茶屋 釜本孝義氏

二
年
連
続
で

入
学
者
が
前
年

を
上
回
る

オープン卓球9:30～

管理委員会 19:00～

社民児協 19:00～

県研修会のため

11:00～公民館閉室

五輪まつり実行委員

会 19:00～



ペンリレー

我
が
家
で
は
、
夏
に
庭

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

ん
だ
後
、
裏
の
農
道
か
ら

県
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
親

戚
と
い
っ
し
ょ
に
星
空
を

眺
め
る
の
が
毎
年
の
恒
例

行
事
で
す
。

昨
年
の
夏
は
、
ち
ょ
う

ど
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

の
見
頃
の
日
と
重
な
り
、

皆
で
競
い
合
う
か
の
よ
う

に
流
れ
星
を
楽
し
み
ま
し

た
。
「
あ
〜
っ
流
れ
た

〜
」
「
え
〜
ど
こ
ど
こ
」

「
こ
れ
で
○
個
目
〜
。
」

い
つ
流
れ
る
か
分
か
ら
な

い
星
に
大
人
も
子
ど
も
も

ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
！
二

人
の
息
子
た
ち
は
、
十
個

以
上
の
流
れ
星
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
煌
く

星
に
ま
じ
り
、
飛
行
機
の

ウ
イ
ン
グ
ラ
イ
ト
も
見
ら

れ
、
時
間
を
忘
れ
、
広
大

な
自
然
の
星
空
と
お
し
ゃ

べ
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
、

こ
ん
な
に
神
秘
的
な
世
界

が
見
ら
れ
る
っ
て
幸
せ
な

こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

さ
す
が
星
取
県
。
親
戚
も

家
に
帰
っ
て
鳥
取
の
星
空

を
自
慢
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

今
年
の
夏
も
皆
で
星
を

見
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

次
回
は
、
松
原
真
由
美

さ
ん
（
上
神
）
で
す
。

「
夏
の
楽
し
み
」

山
脇

郁
美

（
不
入
岡
）

No.335

次
の
課
題
は
「

バ
ラ
ン
ス

」
で
す
。

五
月
十
五
日
ま
で
に
公
民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。

☆
次
回
、
社
句
会
は
、
五
月
二
十
日(

月)

午
後
二
時
よ
り

社
公
民
館
で
す
。

新
入
生
に

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
る

394

254

社
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
（
小
谷
秀
昭
会
長
）
は
、

社
小
学
校
（
米
村
秀
昭
校

長
）
入
学
式
の
後
、
一
年
生

の
教
室
を
ま
わ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
通
学
時
の
交
通
安
全

を
願
っ
て
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

一
年
Ａ
組
で
は
、
小
谷
会

長
な
ど
が
教
室
を
訪
れ
、
ク

ラ
ス
を
代
表
し
て
斉
木
美
緖

に
応
じ
て
人
や
団
体
を
結
び
付
け
る
調
整
交
渉

の
橋
渡
し
役
が
地
区
公
民
館
の
役
割
で
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
、
団
体
を
支
援
を
す
る
の
が
自
治
公

民
館
の
役
割
と
の
こ
と
で
す
。

参
加
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
は
理
解
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
が
、
互
助
、
共
助
、
公
民
館
活
動

の
基
本
に
据
え
た
取
り
組
み
を
役
員
一
人
一
人

が
自
覚
し
地
区
民
と
一
諸
に
ど
う
行
動
を
共
に

す
る
か
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
も
、
私
も
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

総
務

小
椋

辰
夫

自治公役員研修会開催

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈
金
一
封
〉

山
本

尚
徳

様
（
不
入
岡
）

（
故
）

博

さ
ん

七
十
歳

〈
金
一
封
〉

西
村

浩
一

様
（
黒
見
）

（
故
）

文
則

さ
ん

八
十
四
歳

〈
金
一
封
〉

山
本

佳
靖

様
（
不
入
岡
）

（
故
）

英
二

さ
ん

六
十
九
歳

〈
金
一
封
〉

柴
山

道
長

様
（
横
田
）

（
故
）

正
行

さ
ん

一
０
０
歳

社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て

さ
ん
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を

渡
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
「
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

子
ど
も
達
の
交
通
安
全
に
配
慮

し
て
車
を
運
転
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

健康づくり教室
ほうき

しあわせの郷にて

郷
」
へ
行
き
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

の
挨
拶
・
説
明
を
受
け
早
速
、

身
長
・
体
重
・
血
圧
・
長
座

体
前
屈
・
三
十
秒
椅
子
立
ち

上
が
り
人
の
姿
を
見
て
笑
顔

（
自
分
の
姿
分
か
ら
ず
）
、

口
腔
測
定
（
の
ど
の
動
き
、

唾
の
呑
込
み
、
舌
の
動
き
）

は
、
「
パ
パ
パ/

秒
、
タ
タ

タ/秒
、
カ
カ
カ/

秒
」
の
各

連
続
発
生
を
し
て
健
康
状
態

を
測
定
し
ま
し
た
が
、
舌
が

も
つ
れ
・
も
つ
れ
て
大
変
で

し
た
。
最
後
に
大
き
な
声
で
、

口
は
し
っ
か
り
開
け
た
り
閉

じ
た
り
。
し
て
早
口
言
葉
を

習
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
良

か
っ
た
ら
・
・
・
・

ど
う
ぞ
！

会
食
後
、
雨
も
上
が
り
枝
垂

桜
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
健
康

寿
命
の
維
持
管
理
の

大
切
さ
を
自
覚
す
る
良
い
ひ

と
と
時
で
し
た
。

和
田

宮
本

和
夫

・
あ
り
さ
ん
あ
つ
ま
れ
、

ア
エ
イ
ウ
エ
オ
ア
オ

・
さ
か
だ
ち
さ
か
さ
ま
、

サ
セ
シ
ス
セ
ソ
サ
ソ

・
ま
え
よ
り
ま
じ
め
に

マ
メ
ミ
ム
メ
モ
マ
モ

・
や
っ
ぱ
り
や
さ
し
い
、

ヤ
エ
イ
ユ
エ
ヨ
ヤ
ヨ

早 口 言 葉

大きな声で,お口は
しっかり開けたり、閉じたり

生
き
て
い
る
た
だ
そ
れ
だ
け
で
価
値
が
あ
る

値
は
そ
の
ま
ま
中
身
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
る

待
っ
た
な
し
値
上
げ
が
家
計
追
い
詰
め
る

ぬ
け
ぬ
け
と
突
っ
張
り
通
し
記
憶
な
し

運
転
す
る
桜
の
下
を
の
ろ
の
ろ
と

の
ろ
の
ろ
で
も
年
金
組
み
は
数
で
押
す

あ
わ
て
な
い
の
ろ
の
ろ
い
く
も
い
い
じ
ゃ
な
い

ラ
ッ
シ
ュ
時
を
の
ろ
の
ろ
進
む
自
動
車
が

値
上
が
り
を
高
給
取
り
が
決
め
て
行
く

値
上
げ
か
ら
令
和
の
時
代
始
ま
る
ぞ

一
服
が
清
涼
剤
に
値
す
る

検
査
値
が
良
か
っ
た
晩
の
コ
ッ
プ
酒

何
し
て
も
八
十
の
仕
草
は
の
ろ
の
ろ
だ

の
ろ
の
ろ
で
い
い
よ
最
後
は
亀
が
勝
つ

万
葉
集
新
元
号
の
評
価
あ
げ

「
値
」
「
の
ろ
の
ろ
」

か
ず
え

け
い
こ

緑春

優

佳
代
子

義
ち
ゃ
ん

一
〇
九
三

吹

苑

瑛

子

み
え
こ

理

子

雄

大

シ
ゲ
ヨ

正す
み
れ

風
の
出
て
丘
の
落
花
は
飛
ぶ
や
う
に

不
揃
ひ
の
野
菜
隣
へ
春
の
暮

春
寒
や
こ
と
り
こ
と
り
と
老
の
杖

雨
音
を
聞
い
て
寝
返
り
朝
寝
か
な

菜
の
花
の
明
る
さ
待
て
ず
逝
か
れ
し
か

春
雷
や
元
号
発
表
待
ち
侘
ぶ
に

(

五
月
の
歳
時
記
よ
り
・
・
・
・
永
見

松
明
選
）

か
つ
お

せ

初
鰹
女
が
負
け
ず
糶
り
落
す

豆
の
花
ど
こ
へ
も
ゆ
か
ぬ
母
に
咲
く

吉
田
や
す
子

早
田

圭
吾

村
本
普
喜
子

伊
藤
一
七
子

永
見

松
明

西
尾

良
子

夏
井
や
す
お

加
畑

吉
男

桜
花
の
蕾
が
、
チ
ラ
ッ
と

ピ
ン
ク
色
を
見
せ
始
め
た
小

雨
の
三
月
二
十
八
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
男
性
四
名
女

性
十
二
名
の
十
六
人
が
、
平

成
三
十
一
年
や
し
ろ
健
康
づ

く
り
〜
健
や
か
に
・
幸
せ
に

〜
「
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か

け
づ
く
り
。
生
活
の
意
識
の

変
化
を
期
待
。
健
康
づ
く
り

を
通
し
て
、
生
き
が
い
を
持

て
れ
る
。
」
を
目
的
に
、
社

公
民
館
よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
て
「
し
あ
わ
せ
の

平
成
三
十
一
年
三
月

二
十
三
日
土
曜
日
に
、
講

師
と
し
て
小
鴨
公
民
館
管

理
委
員
長

波
田
野
頌
二

郎
氏
を
迎
え
て
、
各
自
治

公
役
員
よ
り
四
十
五
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
自
治

公
民
館
と
地
区
公
民
館
の

役
割
に
つ
い
て
の
研
修
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

自
治
公
民
館
活
動
の
求
め

四
月
十
五
日
（
月
）
に
社

町
探
検
ウ
ォ
ー
ク
で
和
田
の

定
光
寺
に
行
き
ま
し
た
。
と

て
も
い
い
お
天
気
の
中
で
、

社
公
民
館
を
出
発
し
、
途
中

の
道
端
の
草
花
や
、
遅
咲
き

の
桜
な
ど
見
た
り
、
参
加
者

同
士
和
気
あ
い
あ
い
と
歩
き

な
が
ら
、
四
十
分
か
か
っ
て

到
着
し
ま
し
た
。
定
光
寺
の

奥
様
に
、
な
か
な
か
見
る
機

会
の
な
い
開
山
堂
・
南
條
堂

な
ど
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
石
段
約
一
六
五

段
あ
る
本
堂
裏
の
伯
耆
観
音

霊
場
三
二
番
札
所
観
音
堂
に

お
参
り
し
ま
し
た
。
登
る
と

き
は
、
き
つ
か
っ
た
で
す
が
、

登
り
切
っ
て

上
か
ら
見
る
倉
吉
の
街
並
み

は
、
素
敵
で
し
た
。

町
探
検
な
ら
で
は
の
経
験

が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

町
探
検
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
新
し
い
社

の
発
見
が
出
来
る
か
も
♪

町探検ウォークに参加して

和田編



社
地
区
振
興
協
議
会
総
会
を
開
催
。
新
年
度
の
事
業
が
決
ま
る
。
会
長
は
昨
年
会
長
代
行
の
大
下
さ
ん
に

。

主
な
事
業
計
画

平
成
三
十
一
年
（
令
和
元

年
）
度
社
地
区
振
興
協
議
会
の

総
会
が
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
、
平

成
三
十
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
・
平
成
三
十
一
年
（
令
和

元
年
）
度
事
業
計
画
・
予
算

案
・
第
三
十
四
回
や
し
ろ
五
輪

ま
つ
り
予
算
案
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
協
議
が
行
わ
れ
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
任
期
の
た
め
今
年
は
役

員
改
選
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

昨
年
、
加
藤
一
巳
さ
ん
に
代
わ

り
会
長
代
行
を
務
め
た
大
下
哲

夫
さ
ん
（
社
体
育
振
興
連
絡
協

議
会
長
）
が
そ
の
ま
ま
会
長
に
、

ま
た
副
会
長
に
宮
本
和
夫
さ
ん

（
社
自
治
公
民
館
協
議
会
長
）
、

本
田
庸
恭
さ
ん(

社
地
区
青
少

年
育
成
協
議
会
長
）
が
そ
れ
ぞ

れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、

地
域
振
興
を
基
本
と
し
た
昨

年
度
事
業
の
継
続
が
中
心
。

や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
は
七
月
二

十
七
日
（
土
）
の
開
催
で
、
五

輪
供
養
と
併
せ
て
住
民
参
加
型

の
ま
つ
り
を
継
続
し
て
推
進
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

広
報
活
動
の
積
極
的
な
推
進
を
図
る

①
社
公
民
館
報
「
や
し
ろ
」
の
充
実
と
活

用
（
館
報
編
集
専
門
委
員
会
）

②
社
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
活

用
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編
集
専
門
委
員
会
）

住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
増
進
の
推

進
を
図
る

①
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
推
進
（
自
治
公

民
館
体
育
部
・
体
育
振
興
連
絡
協
議
会
）

②
や
し
ろ
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催

地
域
環
境
美
化
の
推
進
を
図
る

①
市
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
協
力

②
各
広
場
、
自
治
公
民
館
の
環
境
整
備
、

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
等
積
極
的
に
推
進
す
る

③
各
地
区
案
内
板
の
改
修

地
域
文
化
の
振
興
を
図
る

①
社
地
区
の
文
化
財
、
伝
統
芸
能
、
伝
承

民
族
文
化
財
の
継
承

②
四
王
寺
山
の
登
山
道
整
備
を
年
次
計
画

に
よ
り
推
進
す
る

③
史
跡
と
陶
芸
の
「
や
し
ろ
」
と
し
て
推

進
を
図
る
た
め
、
教
室
等
を
開
催
す
る

元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
推

進
す
る
（
一
五
四
・
二
万
円
補
助
事
業
）

①
学
童
保
育
支
援
事
業

②
館
報
発
行
事
業

③
元
気
の
出
る
趣
味
講
座

④
次
世
代
育
成
支
援
事
業

⑤
文
化
振
興
支
援
事
業

⑥
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り

⑦
地
域
安
全
事
業

＊
五
輪
供
養
を
住
民
参
加
型
に
な
る
よ
う

工
夫
す
る

第
十
一
次
倉
吉
市
総
合
計
画
に
沿
っ
た

事
業
を
推
進
す
る
と
共
に
社
地
区
振
興
協

議
会
が
ま
と
め
る
県
・
市
へ
の
「
平
成
三

十
一
年
度
要
望
事
項
」
の
実
現
を
推
進
す

る
地
区
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
産
物
の
消

費
拡
大
の
推
進
を
図
る

行
政
団
体
が
行
う
交
流
事
業
等
に
積
極

的
に
参
加
協
力
す
る

地
区
振
興
・
発
展
の
一
環
と
し
て
市
が

行
う
コ
ミ
ニ
ュ
テ
イ
ー
助
成
事
業
の
活
用

推
進
を
図
る

���������

������
こ
の
た
び
体
育
振
興
連
絡
協
議
会
長
に
引
き
続
き
、
振
興
協
議
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
非
力

で
す
が
精
一
杯
職
責
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

振
興
協
議
会
は
社
地
区
全
体
の
活
性
化
と
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
で
す
。
多

く
の
お
金
を
配
分
さ
れ
、
そ
の
運
用
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
透
明
性
の
確
保
と
説
明
責

任
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。



や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
演
芸

を
披
露
し
て
下
さ
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

演
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
歌
、
バ

ン
ド
演
奏
、
踊
り
、
ダ
ン
ス
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ａ
は
会
場
に
準
備

い
た
し
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
機
材
の
準
備

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
日
控
え
室
と
し
て

テ
ン
ト
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

小
中
高
の
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
ご
参
加
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は

六
月
十
七
日(

月)

社
公
民
館
ま
で

や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
会
場
で
、
屋
台
を
出
店

し
て
い
た
だ
く
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

出
店
し
て
い
た
だ
く
皆
様
に
は
屋
台
関
係
者
打

ち
合
わ
せ
会
へ
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
朝
の
テ
ン
ト
設
営
や
、
イ
ス
・

テ
ー
ブ
ル
の
持
ち
込
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

毎
年
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
、
ま
つ
り
の
魅
力
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
六
月
十
七
日(

月)

社
公
民
館
ま
で
。
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や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
は

七
月
二
十
七
日
（
土
）

に
開
催

社
地
区
振
興
協
議
会

（
大
下
哲
夫
会
長
）
の
総
会

で
、
今
年
度
の
や
し
ろ
五
輪

ま
つ
り
（
社
地
区
振
興
協
議

会
・
社
公
民
館
主
催
）
の
開

催
日
が
七
月
二
十
七
日

（
土
）
《

雨
天
の
場
合
翌

二
十
八
日
（
日
）
》
と
決
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
て
や
し

ろ
五
輪
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(

鈴
木
康
人
実
行
委
員
長
）

で
は
、
例
年
通
り
、
五
月
か

ら
屋
台
出
店
者
、
ス
テ
ー
ジ

の
出
演
者
の
募
集
を
開
始
い

た
し
ま
す
。
事
務
局
の
社
公

民
館
に
申
込
用
紙
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

五
輪
ま
つ
り
の
事
業
内
容

は
五
月
八
日
（
水
）
の
第
一

回
五
輪
ま
つ
り
委
員
会(

兼

実
行
委
員
会
）
で
執
行
部
案

が
提
出
さ
れ
、
検
討
を
経
て

決
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
屋
台
出
店
者
の
締

め
切
り
、
ス
テ
ー
ジ
の
出
演

者
の
締
め
切
り
は
六
月
十
七

日
（
月
）
で
す
。
ス
テ
ー
ジ

の
出
演
者
申
込
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
か
時
間
調
整
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

こ
の
五
輪
ま
つ
り
は
社
地

区
振
興
協
議
会
か
ら
の
市
補

助
金
と
、
地
区
民
の
皆
さ
ま
、

企
業
様
の
ご
寄
付
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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